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　　2．　経過中，頭部腫瘤を形成した多発性骨髄腫の
一例
（内科学第三）藤本博昭，原田芳巳，栗谷川紅子，内田博之，
代田常道，伊藤久雄
　72歳女性，非分泌型多発性骨髄腫の症例。
平成2年より骨折を頻回に認め加療。平成4年鎖骨骨生検
にて，形質細胞腫との診断を受け入院。検査で，汎血球減
少，全ての免疫グロブリンの低下を認あた。BJP（一）骨髄有
核細胞中49．8％が骨髄腫細胞であり，全身骨X線所見の打
ち抜き像より非分泌型多発性骨髄腫との診断にいたり加療。
平成3年より外来にて経過観察中であったが，平成5年9
月頭部に多発性の腫瘤を形成し再入院となった。M2プロト
コール2クール施行，腫瘤の縮小を得たが，休薬中肺炎発
症，平成5年11月［＝死亡。非分泌型骨髄腫の臨床学的問
題点等を，文献的考察を踏まえ報告する。
　　1．　All－trans－retinoic　acidによる急性前骨髄
球性白血病の治療経験
（内科学第一）藤邑俊克，大屋敷一馬，大屋敷純子，
木村之彦，宮澤啓介，藤枝広巳，桑原三郎，村上知文，
鈴木章孝，岩瀬　理，川久保　建，外山二二
　【目的】急性前骨髄球性白血病（APL）7例にall－trans－
retinoic　acid（ATRA）による分化誘導療法を行い，前治療
の有無による臨床像の差を検討した。
　【対象，方法】対象は化学療法抵抗性APL群4例，未治療
例3例。ATRA　45mg／㎡を連日経口投与した。
　【結果】ATRA投与を行なった7例は前治療の有無にかかわ
らず全例が完全寛解（CR）を得た。　ATRA投与からCRまでの期
間，t（15；17）消失までの期間，血小板数の回復（Plt≧10万
／μ1）までの期間は前治療を行なった群で短縮していた。
一方，ATRA初回治療群では投与10日～18日で白血球増加
　（≧1×IO4／μ1）がみられた。
　【まとめ】ATRAは単剤投与あるいは化学療法抵抗例にきわ
めて有効であるが，ATRA初回治療例では白血球増加が著明
　な症例があるたあ，RA症候群の合併も含め，慎重な経過観
　察が必要である。また初診時の白血病細胞数により治療の
選択を行なう必要がある。
　　3．　CHOP療法が著効した高齢者非ポジキンリンパ腫
の2例
（老年病学）岡田豊博，阿美宗伯，木内章裕，宇野雅宜，
米田陽一，久保秀樹，佐藤慶仁，新　弘一，高崎　優
　悪性リンパ腫に対する化学療法は，drug　intensityを高
めることにより治療成績の向上が得られている。一方，高
齢者においては，化学療法の副作用がより強力に出現し，
治療成績の改善が得られていない。今回，年齢，全身状態
を考慮し，投与量を変更したCHOP療法により寛解状態とな
った2症例を経験したので報告する。
　症例は2例とも組織型は，NHL（large　diffuse　cell
type）である。症例1は81歳男性，　STAGE　IV　70％CHOP
療法6クールにて，症例2は81歳女性，STAGE　H　60％
CHOP療法3クールにて寛解状態となった。症例1は短期間
にて再発死亡したが2症例とも初回治療中，化学療法によ
る重篤な副作用，合併症の出現はなく，ADLも低下せず，
寛解状態となった。今回の2症例では合併症を併発させる
ことなく安全に寛解導入することができ，年齢，全身状態
による治療法の選択，投与量の加減は高齢者NHLの治療に
際し重要であると思われる。
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